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令和５年度 学校だより 

羽島市立竹鼻中学校 ＴＡＫＥＨＡＮＡ ＪＵＮＩＯＲ ＨＩＧＨ ＳＣＨＯＯＬ 
  

 
第２号 令和５年６月２０日 

スポーツフェスタ（ＳＦ）開催                        ５月２５日 
 コロナ感染症対策のため、縮小されたり、無観客で行ったりしてきたスポーツフェスタが、久し

ぶりに保護者の観覧可能とし、開催されました。 

生徒会スローガンは、『感動・躍動・Let’s Go!』です。一人一人が全力を出し、本番に向けて仲

間と高め合い取り組み、感動を味わえるスポーツフェスタにしたいという願いが込められました。 

当日はたくさんの保護者の方の観覧があり、仲間とともに躍動する竹中生を見ていただけました。 

 

 

 

 

 

 

 

各学級の宣誓により開幕！     仲間とともに気持ちを高める   生徒会種目「綱引き」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

躍動した大縄跳び         感動を生んだ学級対抗リレー   学級での振り返り 

観覧された方からは、「生徒の姿や先生の姿に感動しました！」「リレーでは仲間とともに伴走す

る姿に涙が出てきました！」という言葉もいただきました。 

スポーツフェスタ当日はゴールではありません。スポーツフェスタを通して成長できたことを、

これからの生活に生かしていきます。 

コミュニティスクール・学校運営協議会                  ５月３１日 
竹鼻中学校学校運営協議会が行われました。 

学校運営協議会とは・・・ 

教育委員会が任命した保護者、地域の住民、教育関係者、学校の代

表者が竹鼻中学校の運営に参画したり、互いの連携を強化したりす

ることを通して生徒の健全育成に向けての取組を考えていく会議。 

※地域住民代表・・・各町の自治会長・地域コーディネーター・主任児童委員・ 

民生委員・青少年育成推進委員・各コミセン館長、協議会長・有識者 

※保護者代表・・・ＰＴＡ会長 ※教育関係者・・・県立羽島高等学校長 

会 長・松下 友幸様（地域コーディネーター・不二羽島文化センター顧問） 

副会長・小林 美雪様（地域コーディネーター・元西部幼稚園園長） 

 



竹鼻中学校の皆さんの授業の様子から・・・  学校運営にかかわって・・・ 

 

 

 

 

 

          地域について・・・ 

 

 

 

 

学校行事について・・・           その他 

 

 

 

 

 

 

詳しい議事録は竹鼻中学校ホームページに 

公開しています。 
 

できごと 

『みあざはし』について 

『みあざはし』のフォント

（字体）は、より多くの方に読

みやすい「ユニバーサルフォン

ト」を使用し、本文の文字を大

きくしました。 

 

落ち着いて生活できていますね。静かに授業に参加する姿

がありました。もっと楽しい（授業の）場面があるとよかっ

たです。 

あいさつなど、もう少し活気があるよいいですね。掲示物

や整えられた牛乳パックなど、「美しく使おう」とする生徒

の皆さんの心のありようが見えました。 

靴の色、マスクを外しての生活など、自分の思いや考え

で行動できていることは喜ばしいことですね。 

心無い言葉を言ったり書いたりして仲間に伝えたり、

SNS上で仲間外れをしたりするいじめがあると聞きます。    

誰もが SOSが発信できるような環境を大切にしてほしい。 

学級が増えると聞いている。教室の確保や、トイレの様式

化など市に働きかけ準備を進めてほしい。 

学校運営協議会委員が学校の評価をしやすい評価の規準や

項目の見直しを図ってほしい。生徒の皆さんの地域での活躍

が評価できるような形式にしていってほしい。 

地域の行事を運営するにあたり、自分から活動のアイデア

を提案してくれる中学生が増えてうれしい。 

（地域の）行事の在り方について、もう一度検討を重ねな

がら行いたいと考えている。中学生にもボランティアとして

協力をしてほしい。 

SFでの子供たちの顔を見ると、やってよかったと思う。

燃えるものがあってよい。3年生の姿を見て、１、２年生が

憧れをもつ機会になっていいですね。 

コロナ前に戻そうとするときっと無理があると思います。

それぞれの行事が本当に必要あるかを今こそ考えるべき。行

事について、生徒と考えたり話し合ったりする場があるとよ

いですね。 

今後も会の開催にあたり、先生方の教員の働き方改革を推

進する上でも、決められた時間の中で出来ること、出来る姿

を見せてもらえばよいと思います。 

【教育委員会より】 

竹鼻中学校は、地域とのつながり、郷土教育の深い学校

である。社会的に増加傾向にある不登校やいじめ、SNSの

トラブルは、子供の孤独、不安、焦燥感の強い表れである

ため、生徒が自己肯定感や自身への誇りをもち、生徒の皆

さんが、学校、地域に支えられているという安心感を感じ

ることができるように、これまで以上に連携を図ってほし

い。 

ＳＯＳの出し方教育   6/13 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラーより、悩

みや不安、困ったことなどへの対

処の仕方やストレスの対処の仕

方を全校生徒に向けて授業を行

いました。 

 

授業参観        5/19 

 

 

 

 

 

 

 感染症対策が緩和され、今年度

初めての授業参観が行われまし

た。大変多くの保護者の方に生き

生きと学ぶ生徒の姿を参観して

いただけました。 

わたしの主張 2023羽島市大会  6/17 

 

 

 

 

 

 

 不二羽島文化センターにて「わ

たしの主張 2023羽島市大会」が

行われ、本校からは３年生の坂さ

ん、青山さんが発表しました。坂

さんは優秀賞を受賞しました。 

中体連壮行会                       6/21 

 

 

 

 

 

 

 感染症対策が緩和され、今年度初めての授業参観が行われました。大

変多くの保護者の方に生き生きと学ぶ生徒の姿を参観していただけま

した。 

 これから始まる大会やコンクー

ル、発表会に向けての壮行会を行い

ました。２年生の学級委員会を中心

に企画、運営し、有志で応援団を募

って立派な応援ができました。竹中

生の健闘を祈ります。 


